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第24回佐賀県医学検査学会報告 

7月11日（日）、第24回佐賀県医学検査学会を完全Webで開

催しました。学会の事前登録者数は119名、当日のアクセス数

は約90接続と多くの方に参加していただきました。 

一般演題は8題（3施設）で、座長は2名でした。質問方法

をチャットに限定しておりましたが、質問も多数いただき、活

発なディスカッションが行われ、大変有意義な場となりました。 

特別企画「タスク・シフティング」では、まず、4 月に実施

した佐臨技アンケートの集計結果について堤副会長が報告しま

した。次に、同アンケートにより、現在すでに積極的なタスク・

シフトを実施していると思われる、なゆたの森病院・佐賀県医

療センター好生館・白石共立病院の3施設の事例について紹介

していただきました。さらに百田浩志日臨技理事に日臨技の動

向についての講演をお願いしました。質疑後には百田日臨技理

事より総括をいただきました。今後も日臨技のタスク・シフテ

ィング事業の情報を周知・啓発し、会員施設においてのタスク・

シフティングを支援していきたいと思います。講師の皆様あり

がとうございました。 

本学会ではタスク・シフティングを特別企画のテーマとして

掲げ、多くの会員の皆様にその内容・目指すところについて御

理解いただけたものと思っています。佐臨技としても啓発と実

践に向け引き続き取り組んでいきたいと思っております。タス

ク・シフティングは、なにより、皆様方が、新しいことへチャ

レンジしていこう！何か変えることはできないか！というよう

に、将来像を描きながら、日々の業務をあらためて見つめなお

すことがスタートだと思っています。タスク・シフティングの

実施にあたっては、皆様方のご理解とご協力なくしてはできま

せん。今後、各都道府県で厚生労働省指定講習会が開催される

予定ですので、多くの参加をお願いします。 

初めての完全Webによる開催で、運営の不手際などもあり、

発表者や参加者の皆様にはご迷惑をおかけした部分もあるかと

思います。しかしながら、皆様のご協力のおかげで充実した学

会となりました。誠にありがとうございました。来年度以降も

会員皆様のご意見を参考にし、Web の利用も念頭に入れて学会

開催を検討していきたいと思います。 

 

タスク・シフト／シェアへの取り組みについて 

学会でも特別企画をしましたが、タスク・シフト/シェアの

Web研修会が8月初旬開始予定です。タスク・シフト/シェアと

は、医師の時間外労働軽減のため他医療職に医師業務を移管し

ようという意味です。臨床検査技師には①静脈路の確保、②超

音波造影剤の注入、③抜針・止血行為、④持続皮下グルコース

測定機器の装着，⑤気管からの喀痰吸引、⑥直腸肛門機能検査、

⑦消化器生検、⑧誘発筋電図 が振り分けられました。 

これらは、日臨技が厚生労働省より代行する研修会を受講し

なければ実施できません。医師業務を助けるのはもちろんです

が、検査技師にとって業務拡大の最大のチャンスです。受講率

の低さで、この機会を逃すと次はありません。AIの発達をはじ 

 

め臨床検査技師業務は10年後にはかなり縮小すると言われて

います。ご自分のため、後進のためにこの講習会を受講してく

ださい。検査室外注化のため業務が無くなり、食事介助をして

いる臨床検査技師もいるとのことです。食事介助も確かにシフ

ト業務ですが、もっと臨床検査技師の能力を生かせる道を確保

しておきませんか。詳細は今後日臨技HPに掲載予定です。 

研修会参加方法： 

日臨技ＨＰ→会員専用ページ→講習会事前申込 

 

第1回佐賀県健康づくり財団臨床検査精度管理委員会報告 

7月12日(月)、標記委員会が佐賀メディカルセンターにて開

催されました。今年度は委員交代があり、新委員として佐賀大

学医学部附属病院の池田弘典臨床検査副技師長が承認されまし

た。次に昨年度の精度管理調査事業の報告があり、2月20日に

オンライン方式で開催された報告会には、172 接続と大変多く

の方が参加されました。 

又、今年度の計画確認と実施要領を検討し承認されました。

調査内容では、CRP の全血での実施と輸血の不規則抗体同定試

験について、今年度の精度管理調査における検討課題として作

業部会で協議することとなりました。尚、今年度の報告会は、

現地開催とWeb開催の両面で準備していくことが承認されまし

た。 

最後に、新型コロナウイルス遺伝子検査の精度管理および懸

案事項等について、佐賀県内での情報共有を引き続き行ってい

く必要があることを確認し、閉会しました。 

 

日臨技九州支部卒後教育研修会（Web開催）のお知らせ 

・生物化学分析部門研修会 

日時：8月22日(日) ライブ配信 

    9月1日(水)～9月30日(木) オンデマンド配信 

 詳細は佐臨技HPをご確認ください。 

 

COVID-19診療の手引き（第5.1版） 

 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から｢新

型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き｣改訂の連絡

がありました。主な改訂内容は次のとおりです。 

・変異株や、変異株の呼称にギリシャ文字の使用について 

・重症化マーカーTARCについて 

・病原体診断について 

・環境整備について 

 佐臨技HPに掲載していますので各施設参考にしてください。 

 

7月活動報告 

11日（日）第24回佐賀県医学検査学会（佐賀市）・・・全三役 

12日（月）健康づくり財団臨床検査精度管理委員会・・・平野 

19日（月）事業推進委員会（メール審議）・・・・・・全三役 

29日（木）生涯教育研修委員会（Web）・・・・・・・・全三役 

29日（木）三役会（Web）・・・・・・・・・・・・・・全三役 


